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Identification manual of the lycid-beetles in Japan IX

Kiyoshi Matsuda

前回，ベニボタル亜科のツヤバネベニボタル族
の解説を終えたので，今回はカタアカハナボタル
族と本族に所属するカタアカハナボタル属および
日本産カタアカハナボタル属 4 種の解説を行う．

カタアカハナボタル族 Erotini LeConte, 1881
体は小型から大型まで属や種によって異なる．

頭部は前頭部が前方に短く張り出すものと，張り
出さないものが知られている．複眼は小さいもの
から大きいものまで様々である．触角は 11 節から
なり，カタアカハナボタル属 Eropterus を除いて比
較的長く，雌雄ともに糸状か弱い鋸歯状．前胸背
板は属により 1 室から 5 室までに分割される．上
翅はほぼ平行状，背面は各々 4 本の第 1 次隆線を
そなえ，隆線間は 2 点刻列をもつ．雌の第 8 腹板
は基部中央に 1 本の長い針状突起をもつ．雄交尾
器の形態は変化に豊み，ペニスは細長く，側片は
通常ペニスよりわずかに短いが，ジュウジベニボ
タル属 Lopheros では後者の 1/2 の長さかそれより
短い．基片は比較的小さい．雌交尾器は細長い．
尾毛は小さく，円錐状，先端で丸くなる．半腹板
は細長く，肛側板は長い．

旧北区，新北区，東洋区に分布する．
これまで本族は成虫の外部形態の類似からヒ

シベニボタル亜科 Dictyopterinae やハナボタル族
Platerodiniに近縁なものと考えられてきたが（Green, 
1951；Nakane, 1969a；Bocák & Bocáková, 1989；

Kazantsev, 2005；Bocáková & Bocák, 2007），現在は
成虫・幼虫の形態の比較や DNA 解析の結果に基づ
いてベニボタル亜科の 1 族として分類されている
(Bocák & Bocáková, 2008)．

日本産カタアカハナボタル族 Erotiniの属の検索表
1(2) 前胸背板は不完全な4室からなる．雄交尾器の

側片はペニスの長さより明らかに短い．雌の
第8腹板は基部両側に1対のアーム状の突起を
欠く．............ ジュウジベニボタル属 Lopheros

2(1) 前胸背板は1室または不完全な5室からなる．
雄交尾器の側片はペニスの長さよりわずかに
短い．雌の第8腹板は基部両側に1対のアーム
状の突起をそなえる．

3(4) 前胸背板は1室，側縁部に1対の横隆起をも
つ．頭部は前方に弱く張り出す．…................

	 ..........................カタアカハナボタル属 Eropterus
4(3) 前胸背板は不完全な5室からなる．頭部は前方

に強く張り出す．
5(6) 頭部は前方に丸く張り出す．雄は腿節下面に

凹みをもたない．…........................................…
	 ....................ムネアカベニボタル属 Konoplatycis
6(5)  頭部は前方に短く吻状に張り出す．雄は腿節

下面に凹みをもつ．
7(8) 前胸背板の前角は丸くなる．雄交尾器の側片

は太短く，内縁中央に1対の突起をもつ．……
	 ................ムナグロテングベニボタル属 Platycis
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8(7)  前胸背板の前角は角張る．雄交尾器の側片は
細長く，内縁中央に1対の突起を欠く…........

	 ................................テングベニボタル属 Erotides

カタアカハナボタル属Eropterus Green, 1951
タイプ種：Dictyopterus trilineatus Melsheimer, 1846
（北アメリカ）．

[ 成虫 ]　体は小型，ほぼ平行状，上下に平圧さ
れる．頭部は短く，口吻を欠く．複眼は小さいも
のから大きいものまで様々である．触角は短く，
雌雄ともに糸状で，第 2 節と第 3 節は短く，円筒形．
小あごひげ第 4 節は斧形．下唇ひげ第 3 節は三角
形．前胸背板は横長の五角形，背面は 1 室からな
り，側縁部中央に 1 対の横隆起をもつ．上翅はほ
ぼ平行状，4 本の第 1 次縦隆線をそなえ，隆線間は
2 点刻列をもつ．雌の第 8 腹板は基部中央に 1 本の
長い針状突起をもち，基部両側に 1 対のアーム状
の突起をそなえる．雄交尾器は長円形で，幅の狭い，
長いペニスをもつ．側片は幅広く，ペニスより短く，
先端で鋭く尖る．基片は小さい．雌交尾器は細長い．
尾毛は小さく，先端部に複数の短毛をもつ．半腹
板は長円形，先端に向けて広がる．肛側板は細く，
非常に長い． 

 [ 幼虫 ]　未見． 
旧北区東部と新北区に分布し，これまでに 12 種

が記録され，日本からは次の 4 種が知られている．

日本産カタアカハナボタル属 Eropterus
の種の検索表

1(2) 前胸背板は明赤褐色，中央に大きい黒色の斑
紋をもつ．上翅は黒色から黒褐色，肩部に1対
の大きい黄橙色の斑紋をもつ．5.5–6.1mm．
屋久島．….............................. ヤクシマハナボ
タル Eropterus yakushimaensis (K. Ohbayashi)

2(1) 前胸背板は周縁部がやや明色になるのと，上
翅が肩部で多少とも淡色になるのを除き一様
に黒色から黄褐色．

3(4) 前胸背板と上翅は赤褐色から暗黄褐色．上
翅の第1間室は中央で横長の1列格子状．4.1–
4.5mm．石垣島．…......................ミナミハナ
ボタルEropterus aritai (M. Satô et N. Ohbayashi)

4(3) 前胸背板と上翅は黒色から暗赤褐色．上翅の
第1間室は丸みを帯びた，不規則な2点刻列を
もつ．

5(6) 雄交尾器の側片は中央で幅広く，ペニスより
わずかに短い．3.8–6.5mm．本州・四国・九
州・屋久島・奄美大島．…....................... カタ

アカハナボタルEropterus nothus (Kiesenwetter)
6(5) 雄交尾器の側片は中央で幅が狭く，ペニス

より明らかに短い．4.2–5.1 mm．沖縄本島．
…......................................................オキナワ
カタアカハナボタルEropterus ogatai Matsuda

1. カタアカハナボタル Eropterus nothus (Kiesenwetter, 
1874)（図2, 6, 10, 14, 15）

3.8–6.5 mm． 体は黒色から暗赤褐色で光沢があ
り，黄褐色の短毛で被われる．頭部・触角・前胸背板・
小楯板・脚は黒褐色から暗赤褐色，黄白色または
明赤褐色の短毛で密に被われる．上翅は淡色の肩
部を除き黒褐色または暗赤褐色，明赤褐色の短毛
で密に被われる．上翅肩部の淡色部は普通第 3，第
4 縦隆線と第 4 間室に認められる．

頭部は前胸背板の下にほぼ隠れ，表面は細かく，
密に点刻される．前頭は短く，前方に軽く張り出
し，中央に 1 本の深い縦溝をもつ．複眼は中位の
大きさで，雄の複眼間の距離は複眼長径の約 1.3 倍，
雌では約 1.9 倍．触角は短く，上翅の基部 1/2 にか
ろうじて届き，雌雄ともに糸状．小あごひげ第 4
節は斧形，長さは幅の約 1.8 倍．下唇ひげ第 3 節は
三角形，長さは幅の約 1.5 倍．前胸背板は横長の五
角形，長さは基部の幅の約 0.6 倍，幅は頭部の幅の
約 1.3 倍．前縁は丸く前方に張り出し，前角は幅広
く丸くなる．両側縁は先端部 3/4 でほぼ平行状，基
部 1/4 で弱く広がり，後角は三角状に側方へ突出す
る．背面は中央で隆起し，側縁の内側で深く凹み，
前縁中央真下に 1 本の短い縦隆条とこれにつなが
る細い縦溝を，また，中央部から後角手前に伸び
る 1 対の横隆起をそなえ，表面は細かく，密に点
刻される．小楯板はやや角張り，先端部は水平に
裁断される．上翅はほぼ平行状で，長さは幅の約 2.8
倍，前胸の長さの約 5.7 倍．上翅はそれぞれ 4 本の
第 1 次縦隆線をそなえ，隆線間は丸く，不規則な 2
点刻列をもつ．雄の第 8 腹板は先端で浅く，丸く
湾入する．第 9 腹板はスプーン状，先端に向けて
徐々に狭まる．脚は中位の長さで，後脛節は細長く，
ほぼ平行状．跗節の爪は単純．雄交尾器は長楕円形．
ペニスは細長く，先端部が鋭く突出する．側片は
長く，幅が広く，先端部で強く狭められ，背面か
ら見て内縁中央に 1 対の鈍い三角状の突起をもつ．
基片は比較的小さい．雌交尾器は細長い．尾毛は
小さく，先端部に 3 本ほどの短毛をもつ．半腹板
は長円形，先端に向けて徐々に広がり，基部内側
に１対の長楕円形の付属物をそなえる．肛側板は
非常に長い．5–8 月に出現する．分布：本州・四国・
九州・屋久島・奄美大島．
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図1–13．カタアカハナボタル属の頭部と前胸背板 (1)，背面図 (2–5)，触角 (6–9)，小あごひげ(10–13)．2, 6, 10, カタ
アカハナボタル；1, 3, 7, 11, オキナワカタアカハナボタル；4, 8, 12, ミナミハナボタル；5, 9, 13, ヤクシマハナ
ボタル．
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 2. オキナワカタアカハナボタルEropterus ogatai 
Matsuda, 2009（図1, 3, 7, 11, 16, 17）

4.2–5.1 mm．体は黒褐色で光沢があり，黄褐色の
短毛で被われる．頭部・触角・前胸背板・小楯板・
脚は黒色から黒褐色，赤褐色の短毛で密に被われ
る．上翅は淡色の肩部を除き黒色または黒褐色，
赤褐色の短毛で密に被われる．上翅肩部の淡色部

は第 3 縦隆線に認められるが，これらを欠き，上
翅が一様に黒色または黒褐色を呈することも多い．

頭部は前胸背板の下にほぼ隠れ，表面は細かく，
密に点刻される．前頭は短く，前方に弱く張り出
し，中央に 1 本の幅広い縦溝をもつ．頭頂は中央
部に円形の浅い凹みをもつ．複眼は中位の大きさ
で，雄の複眼間の距離は複眼長径の約 1.3 倍，雌で

図14–21．雄交尾器（14, 16, 18, 20, 腹面；15, 17, 19, 21, 側面）．14, 15, カタアカハナボタル；16, 17, オキナワカ
タアカハナボタル；18, 19 ミナミハナボタル；20, 21, ヤクシマハナボタル．
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は約 1.9 倍．触角は短く，上翅の基部 1/2 にかろう
じて届き，雌雄ともに糸状．小あごひげ第 4 節は
斧形，長さは幅の約 1.8 倍．下唇ひげ第 3 節は三角
形，長さは幅の約 1.5 倍．前胸背板は横長の五角
形，長さは基部の幅の約 0.6 倍，幅は頭部の幅の約
1.3 倍．前縁は幅広くアーチ状に張り出し，前角は
やや角張る．両側縁は先端部 3/4 でほぼ平行状，基
部 1/4 で弱く広がり，後角は後側方へ弱く張り出
す．背面は中央で隆起し，側縁の内側で深く凹み，
前縁中央真下に 1 本の細い縦隆条とこれにつなが
る細い縦溝を，また，中央部から後角手前に伸び
る 1 対の横隆起をそなえ，表面は細かく，密に点
刻される．小楯板はやや角張り，先端部は水平に
裁断される．上翅はほぼ平行状で，長さは幅の約 2.8
倍，前胸の長さの約 5.7 倍．上翅はそれぞれ 4 本の
第 1 次縦隆線をそなえ，隆線間は丸く，不規則な 2
点刻列をもつ．雄の第 8 腹板は先端で浅く，丸く
湾入する．第 9 腹板はスプーン状，先端に向けて
徐々に狭まる．脚は中位の長さで，後脛節は細長く，
ほぼ平行状．跗節の爪は単純．雄交尾器は長楕円
形，ペニスは細長く，先端部はやや長く突出する．
側片は長く，幅が狭く，先端部で強く狭められ，
背面から見て内縁中央に 1 対の鈍い三角状の突起
をもつ．基片は比較的小さい．雌交尾器は細長い．
尾毛は小さく，先端部に 3 本ほどの短毛をもつ．
半腹板は長円形，先端に向けて徐々に狭まり，基
部内側に１対の長楕円形の付属物をそなえる．肛
側板は非常に長い． 4–6 月に出現する．分布：沖
縄本島．

3. ミナミハナボタルEropterus aritai (M. Satô et N. 
Ohbayashi, 1968)（図4, 12, 8, 18, 19）

4.1–4.5 mm．体は暗赤褐色から暗黄褐色で，光沢
があり，淡黄色の短毛で密に被われる．頭部・前
胸背板・小楯板・脚は暗黄褐色，淡黄色の短毛で
密に被われる．触角は暗褐色，黄褐色の短毛で密
に被われる．上翅は一様に暗褐色．赤味を帯びた
淡黄色の短毛で密に被われる．

頭部は前胸背板の下にほぼ隠れる．前頭は短く，
前方で弱く丸くなり，中央に 1 本の深く，幅広い
縦溝をもつ．頭頂はほぼ平坦．複眼は比較的大き
く，雄の複眼間の距離は複眼長径の約 1.2 倍，雌で
は約 1.9 倍．触角は短く，上翅の基部 1/3 にかろう
じて届き，雌雄ともに糸状．小あごひげ第 4 節は
斧形，長さは幅の約 2.0 倍．下唇ひげ第 3 節は三角
形，長さは幅の約 1.3 倍．前胸背板は横長の五角
形，長さは基部の幅の約 0.7 倍，幅は頭部の幅の
約 1.2 倍．前縁は前方に丸く張り出し，前角は幅広

く丸くなる．両側縁は先端部 2/3 でほぼ平行状，基
部 1/3 で強く広がり，後角は三角状に側方へ突出す
る．背面は中央で隆起し，側縁の内側で深く凹み，
前縁中央真下に 1 本の短い縦隆条とこれにつなが
る細い縦溝を，また，中央部から後角手前に伸び
る 1 対の弱い横隆起をそなえ，表面は細かく，密
に点刻される．前縁と側縁の内側は幅広く，粗大
点刻を装う．小楯板は舌状．上翅はほぼ平行状で，
長さは幅の約 2.8 倍，前胸の長さの約 5.4 倍．上翅
はそれぞれ 4 本の第 1 次縦隆線をそなえ，隆線間
は丸く，不規則な 2 点刻列をもつが，第 1 間室は
中央部でほぼ 1 点刻列になる．雄の第 8 腹板は先
端で浅く，丸く湾入する．第 9 腹板はスプーン状，
先端に向けて強く狭まる．脚は中位の長さで，後
脛節は細長く，先端部に向けてわずかに広がり，
後腿節とほぼ同長．跗節の爪は単純．雄交尾器は
長楕円形，ペニスは細長く，先端部は鋭く突出し，
側片よりわずかに長い．側片は長く，先端部で強
く狭められ，背面から見て内縁中央に 1 対の鈍い
三角状の突起をもつ．基片は中位の大きさである．
雌交尾器は細長い．尾毛は小さく，先端部に 3 本
ほどの短毛をもつ．半腹板は長円形，先端に向け
て徐々に広がる．肛側板は非常に長い． 3–7 月に
出現する．分布：石垣島．

4. ヤクシマハナボタル Eropterus yakushimaensis (K. 
Ohbayashi, 1954) （図5, 9, 13, 20, 21）

5.5–6.1 mm．体は黒色から黒褐色で，光沢があり，
明赤褐色の短毛で密に被われる．頭部・小楯板・脚
は黒色から暗赤褐色，暗褐色の短毛でやや密に被わ
れる．触角は黒色から黒褐色，第 1 節から第 3 節基
部までと第 11 節の先端部が淡色になる．前胸背板
は黒褐色，前縁と側縁の内側が黄褐色．上翅は黒色
から黒褐色，肩部に１対の大きい黄橙色の斑紋をも
つ．触角・前胸背板・上翅の暗色部は暗褐色の短毛
で被われ，明色部は黄色の短毛で被われる．

頭部は前胸背板の下にほぼ隠れる．前頭は短く，
前方に向けて丸くなり，中央に 1 本の縦溝をもつ．
複眼は小さく，雄の複眼間の距離は複眼長径の約
1.6 倍．触角は短く，上翅の基部 1/3 にかろうじて
届き，糸状．小あごひげ第 4 節は斧形，長さは幅
の約 1.8 倍．下唇ひげ第 3 節は三角形，長さは幅の
約 1.5 倍．前胸背板は横長の五角形，長さは基部の
幅の約 0.6 倍，幅は頭部の幅の約 1.3 倍．前縁は前
方に丸く張り出し，前角は幅広く丸くなる．両側
縁は先端部 2/3 でほぼ平行状，基部 1/3 で弱く広が
り，後角は三角状に側方へ突出する．背面は中央
で隆起し，側縁の内側で深く凹み，後縁中央前方
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に細い縦溝を，また，中央部から後角に伸びる 1
対の横隆起をそなえ，表面は細かく，密に点刻さ
れる．小楯板はやや角張り，先端部は三角状に凹む．
上翅はほぼ平行状，わずかに後方に向けて広がり，
長さは幅の約 2.7 倍，前胸の長さの約 5.7 倍．上翅
はそれぞれ 4 本の第 1 次縦隆線をそなえ，隆線間
は丸く，不規則な 2 点刻列をもつ．雄の第 8 腹板
は先端で丸く凹む．第 9 腹板はスプーン状，先端
に向けて徐々に狭まる．脚は中位の長さで，後脛
節は細長く，先端に向けてわずかに広がる．跗節
の爪は単純．雄交尾器は長楕円形，ペニスは細長く，
先端部は鋭く突出する．側片は長く，先端部で強
く狭められ，背面から見て内縁中央に 1 対の鈍い
三角状の突起をもつ．基片は比較的小さい．雌は
未見．7 月に出現する．分布：屋久島．

末筆ながら，本稿をまとめるにあたり，貴重な
標本の協力をいただいた福岡市の緒方靖哉博士，
倉敷市の渡辺昭彦氏，横浜市の秋山秀雄氏，横須
賀市の川島逸郎氏，沖縄県与那原町の松村雅史氏
に厚く御礼申し上げる．
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【短報】沖縄県慶良間諸島におけるタマムシ2種の
記録

慶良間諸島は，沖縄島東部の海上に散在する島嶼
群であるが，タマムシ類の分布記録は少ない．その
内面積の大きい 3 島から下記のタマムシを採集した
ので記録しておく．採集者はすべて楠井で，いず
れもそれぞれの島から新記録である（大桃・福富 , 
2013）．

1．エサキクロタマムシBuprestis esakii Y. Kurosawa
1ex., 渡嘉敷島（島尻郡渡嘉敷村），12. VIII. 2006；

1♀, 座間味島（島尻郡座間味村），25. V. 2014. 
台湾から記載され，日本からは沖縄島と久米島

から少数が得られているが，沖縄島の記録はとく
に少ない．

渡嘉敷島では，道路工事中の側溝に落ちていた

ものを採集した．また，座間味島の個体は，高月

図1．エサキクロタマムシ渡嘉敷島産；図2．同 座間味島
産；図3．オキナワムツボシタマムシ阿嘉島産．


